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敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 
 

望
洋
荘
で
の
山
際
様
「
百
一
歳
バ
ン
ザ
イ
」
を
祝
う 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 
 

 

「
望
洋
荘
」
を
開
設
し
て
い
つ
の
ま
に
か
二
年
半
余
と
な
り
、
入
居
者
の
方
々
も
落
着
い
た

生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
五
月
一
日
、
当
施
設
初
め
て
の
百
歳
の
賀
寿

を
迎
え
ら
れ
た
山
際
様
は
、
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
す
。
同
じ
ユ
ニ
ッ
ト
に
住
む
自
分

よ
り
年
若
い
住
人
を
職
員
と
協
力
し
て
面
倒
を
み
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
自
分
の
子
供
や
兄

弟
を
慈
し
む
に
も
似
て
頭
下
が
る
お
も
い
で
す
。
山
際
様
の
生
き
方
は
、
入
居
者
の
お
手
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
の
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
っ
て
、「
百
一
歳
バ
ン
ザ
イ
」
と
拍

手
を
お
く
り
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。 

 

英
国
の
専
門
誌
『
ニ
ュ
ー 

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
』
に
「
こ
う
す
れ
ば
百
歳
ま
で
生
き
ら
れ

る
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
五
十
年
近
い
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
長
寿
の

秘
訣
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

一
、 

毒
も
つ
か
い
よ
う
。
危
険
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
エ
ッ
ク
ス
線
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
日
照

を
う
ま
く
使
え
ば
、
十
五
年
ま
で
寿
命
を
延
ば
せ
る
。 

二
、 

安
定
し
た
精
神
状
態
。
楽
し
い
家
庭
は
長
寿
の
泉
で
、
結
婚
す
る
と
男
性
は
七
年
、

女
性
二
年
長
生
き
で
き
る
。 

三
、 

長
生
き
の
環
境
や
場
所
。
そ
の
代
表
例
は
沖
縄
。
大
半
の
先
進
国
で
は
、
百
歳
以
上

の
割
合
十
万
人
に
十
人
程
度
な
の
に
、
沖
縄
で
は
三
十
三
・
六
人
。 

四
、 

適
度
の
睡
眠
と
ワ
イ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。 

五
、 

脳
を
絶
え
ず
働
か
せ
る
。 

六
、 

治
療
よ
り
予
防
を
第
一
に
。 

七
、 

医
食
同
源
、
食
べ
物
に
注
意
。 

八
、 

楽
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
。 

九
、 

新
技
術
に
親
し
む
。 

十
、 

笑
っ
て
幸
せ
を
呼
び
込
む
。 

の
十
項
目
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
む
願
い
で
す
。
私
た
ち
は
何
歳
ま
で
生

き
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

職
場
人
と
し
て
、
も
う
一
度
、
足
元
の
生
活
を
見
直
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
私
た
ち
の
『
望

洋
荘
の
宝
』
で
あ
る
百
一
歳
の
山
際
様
は
長
生
き
の
秘
訣
に
「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ

と
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
言
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
職
員
も
明
る
く
お
お
ら
か

な
気
持
ち
で
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。 

             

第 ３ ４ 号 

平成 1８年 

９ 月 発 行 

今年 101歳を迎えられました。山際様です。

性格的には温厚で、同居者の皆様から慕われて

います。趣味はテレビで毎日夜遅くまで、歌番

組やお笑いバラエティー等幅広くご覧になって

います。食べ物の好き嫌いも少なく(お肉以外)、
夜はぐっすりと睡眠を取られています。入所さ

れ二年半になりますが、未だ一度も病気した事

もなく元気に過ごされています。 
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九
月
二
四
日
（
日
）
施
設
内
に
小
さ
な
お
店
（
り
ん
さ
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
開
き
、
入

居
者
様
が
自
由
に
、
好
き
な
物
を
自
分
で
選
ん
で
買
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

企
画
致
し
ま
し
た
。
施
設
内
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
事
で
、
普
段
あ
ま
り
外
出
さ
れ

な
い
方
で
も
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
商
品
は
、
お
菓
子
・
ジ
ュ
ー
ス
・
日
用
品
を

中
心
に
販
売
し
、
大
盛
況
で
売
り
切
れ
続
出
、
入
居
者
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
し
た
。
次
回
は
、
今
回
の
人
気
商
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
大
量
仕
入
れ
を
行
い
、
又
の

ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

                  

    

九
月
二
九
日
（
金
）
に
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今

年
は
映
画
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
が
話
題
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見
学
し
た
り
、
館
内
を
散
策
し
た
り
、
売
店
に
て
買
物
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
 

最
後
に
毎
年
「
敬
老
の
日
」
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
様
よ
り
、
高
齢
者
に
招
待
券
が
贈
ら
れ

て
く
る
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

                   

「
施
設
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
り
ん
さ
く
マ
ー
ケ
ッ
ト 

「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 



春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

夢を見て生きると 
時々失敗する 

ほどよく・はどよく･･･ 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  
 ことぶき かぎり なし 

壽   限   無 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  
 笑っとけば 

周りも笑うんだ 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

花を飾ると 

部屋が明るくなった 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

遊んで遊んで 
遊び疲れると 

働く気になってきた 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

福のある人？ 
それはあなたです。 

知らなかった？ 

 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

当たり～！ 

     大当たり～！！ 

春風亭 昇輔 師匠 
（第 93 回いわき寄席 H18.8.9）  

好きになることは 

   捨てる覚悟をすること 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

春
風
亭 

昇
輔
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
九
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
一
八
年
八
月
九
日 

 
 
 

（
演
目
）
動
物
園 

                    

                            

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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九
月
二
八
日
（
木
）
午
前
九
時
よ
り
江
名
中
学
校
の
生

徒
十
三
名
が
一
日
体
験
学
習
に
来
荘
さ
れ
ま
し
た
。
施
設

の
訪
問
を
と
お
し
て
お
年
寄
り
と
の
か
か
わ
り
方
を
学
び
、

社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
を
考
え
る
事
が
目
的
で

す
。
望
洋
荘
の
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
、
入
居
者
様
と

の
談
話
、
一
緒
に
散
歩
ま
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
一
緒
に
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

                  

    

九
月
一
八
日
（
月
）
午
後
か
ら
職
員
の
石
上
・
作
山
・

鈴
木
・
坂
本
の
四
名
が
演
歌
歌
手
（
お
笑
い
芸
人
）
の
様

に
、
着
物
に
身
を
ま
と
い
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
を
訪
問
し
カ
ラ

オ
ケ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
入
居
者
の
皆
様
も
そ
れ
ぞ
れ

思
い
出
の
曲
を
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り
、
聴
い
て
楽
し
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

                   

  

左
記
の
日
程
に
て
第
三
回
「
望
洋
荘
秋
祭
り
」
を
開
催
致
し
ま

す
。
御
家
族
の
皆
様
お
誘
い
併
せ
て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
様

お
願
い
致
し
ま
す
。 

                       

「
江
名
中
学
校
体
験
学
習
」 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
八
年
九
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
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り
ん
さ
く
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祉
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介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 
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０
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「
敬
老
の
日
」
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

「
望
洋
荘
秋
祭
り
」
開
催
の
お
知
ら
せ 

―
日
々
、
い
わ
き
七
浜
の
潮
騒
が
聞
こ
え
る
「
ふ
る
さ
と
に
」
に
憩
う
― 

少
人
数
で
構
成
さ
れ
た
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
家
族
的
な
生
活
空
間
で
、 

安
心
と
寛
ぎ
と
ゆ
と
り
の
あ
る
居
住
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

テ
ー
マ 

～
入
居
者
と
家
族
と
地
域
と
の
交
流
～ 

日 

時 

平
成
一
八
年
一
〇
月
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
０
０
分
～
午
後
３
時
０
０
分 

 

場 

所 

望
洋
荘
多
目
的
ホ
ー
ル
（
塩
屋
岬
広
場
）  

バ
ザ
ー
・
模
擬
店
は
一
階
事
務
所
前
よ
り
実
施 

 

内 

容 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

１. 

開
会
宣
言 

 
 
 
 
 
 

 

４. 

余
興 

２. 

理
事
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

 
 

和
太
鼓
・
じ
ゃ
ん
が
ら
・ソ
ー
ラ
ン
節
・
・
・
等 

３. 

来
賓
者
祝
辞
・
挨
拶 

５. 

閉
会
宣
言 

 
 

◎
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー 

  

◎
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

焼
き
そ
ば 

 
 

 
 

 
 

 

綿
あ
め 

 
 

 

豚
汁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス 

 
 

 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト 

 
 

 
 

焼
き
鳥
・
・
・
等 

 
 
 

 


